
 

令和８年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 上木崎 小学校 ）     学校番号 １３      【R8.6.8 学校運営協議会において学校経営方針と合わせて本承認】 
学 校 教 育 目 標 心身ともに健やかな子の育成 やさしく かしこく たくましく        

目 指 す 学 校 像 
あいさつと思いやりで笑顔あふれる楽しい学校  
〇豊かな心が育つ安全で楽しい学校 〇学ぶ喜びを味わえる活力ある学校 〇家庭・地域とともに歩む開かれた学校 

       

          

重 点 目 標 

１ 対話を基盤とした授業づくりを通して、児童が自ら考え、仲間と学びを深める力を育成する。 

２ 児童一人ひとりの小さな変化や困り感に気付き、組織的な生徒指導と相談体制により、安心して生活できる学校づくりを進める。 

３ 学校・家庭・地域が教育の目的を共有し、参画と協働によって、児童の成長を支える学校づくりを推進する。 

４ 日常の教育活動の中で安全・健康に配慮し、児童が安心して学習・活動できる教育環境を維持する。 

５ 教職員が互いの専門性や立場を生かし、学び合いと業務改善を通して、持続可能で質の高い教育活動を実現する。 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 
〇 基礎的・基本的な学力は概ね定着しており、多く
の児童が授業に前向きに取り組んでいる。 

〇 ｶﾘｷｭﾗﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを通して、探究的・対話的な学び
や G・S 探究、ICT の活用を位置付け、考えを交流
しながら学びを深める場面が見られる。 

〈課題〉 
● 学びを通して、自分や仲間の考えを生かしながら
課題に向き合い、解決に向かおうとする過程を、

児童自身が十分に実感・言語化するまでには至っ
ていない。 

● 対話や協働が学習の中核となるよう、学年間・教

科間での取組のつながりを意識した工夫が求めら
れる。 

①対話や協働を通
して、仲間の考え
を生かしながら課

題に向き合い、解
決しようとする力
を育成する。 

①課題を共有し、対話や話合いを通して解
決に向かう学習場面を各教科・各単元に意
図的に位置付けるとともに、学習の途中や

終末に振り返りの時間を確保し、児童が自
分や友達の考えを生かした学びの過程や成
果を実感できるようにする。 

①児童アンケートや授業中の振り返り等に
おいて、「友達の考えを聞いたり話し合っ
たりすることで、自分の考えが広がった・

深まった」「課題に向けて考えを生かしな
がら学習した」と感じている児童の割合が
高まっている。 

 

 

 

  ②カリキュラムマ

ネジメントによる
学年間・教科間の
つながりを意識し

た学びを通して、
主体的に学ぶ意欲
を高める。 

②カリキュラムマネジメントを生かし、教

員が各学年・教科で育てたい力や学習内容
のつながりを共有した上で、単元構成を工
夫する。また、学習のねらいや前後の学び

との関係を分かりやすく示し、児童が学習
の見通しをもち、学習の目的を捉えながら
主体的に関わり、学ぶ意欲を高められるよ

うにする。 

②児童アンケートや授業の振り返り等にお

いて、学習の見通しや目的を理解した上で
「自分から学習に取り組めた」「学ぶこと
への意欲が高まった」「楽しく、役立っ

た」と感じている児童の割合が高まってい
る。また、授業中の様子からも、学習内容
や課題に主体的に関わろうとする姿が継続

的に見られる。 
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〈現状〉 

〇 教職員が観察やアンケートを通して児童の様子を
把握し、学年や関係職員との連携により、見守り
や必要な支援を行うことで、安心して学習・生活

できる環境づくりが進められている。 
〈課題〉 
● 児童の発達段階や背景が多様化する中で、小さな

変化や困り感に早く気付き、学校と保護者で共有
しながら支援につなげていくことが求められる。
また、児童が困ったときに、自ら相談できる力

を、意識して育んでいく必要がある。 

①児童一人ひとり

の様子や変化を把
握し、関係教職
員、保護者と連携

して、必要な支援
につなげている。 

①観察やアンケート、日常の対話等を通し

て把握した児童の様子や変化を、関係教職
員間で共有するとともに、必要に応じて保
護者と連携しながら、児童一人ひとりに応

じた支援につなげる。 

①観察記録やアンケート、関係教職員間で

の共有内容等から、児童一人ひとりの様子
や変化が把握され、その情報が保護者との
連携を含めた支援につながっている状況が

確認できる。 

   

  
②児童が自分の気

持ちや状況を表現
し、困ったときに
自ら相談できる力

を育んでいる。 

②日常の学級活動や授業、行事等に、児童

が自分の気持ちや考えを安心して表現でき
る場面を意図的に設定するとともに、対話
や振り返りを通して、困ったときに相談す

ることの大切さを伝え、相談につなげる。 

②児童アンケートや振り返り、授業中の様

子等から、児童が自分の気持ちや考えを表
現したり、困ったときに誰かに相談しよう
とする姿が見られる。 
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〈現状〉 

〇 学校行事や教育活動、情報発信等を通して、保護
者や地域との関わりを大切にしながら、学校の取
組への理解や協力を得る関係づくりが進められて

いる。また、学校運営協議会等を通じて、地域と
学校が意見を交わす機会が設けられている。 

〈課題〉 

● 学校からの発信や協力依頼にとどまらず、地域や
保護者と目的を共有し、ともに学校づくりに関わ
っていく関係へと発展させていく必要がある。そ

のため、教育活動への参画の在り方や情報の伝え
方を工夫していくことが求められる。 

①保護者や地域と

学校の取組・実状
を共有し、学校運
営協議会での熟議

を踏まえ学校づく
りを進めている。 

①学校運営協議会において、学校の教育活

動や課題、取組の状況を共有し、保護者や
地域の意見を踏まえて熟議を行う。得られ
た内容を教育活動や学校運営の改善に生か

し、地域とともに学校づくりを進める。 

①保護者や地域と学校の取組や課題につい

て理解が共有され、学校運営協議会での熟
議の内容が学校づくりに反映されている様
子が見られる。 

   

  
②地域や保護者と

目的を共有し、協
働関係と参画によ
り、教育活動を進

めている。 

②地域や保護者との関わりの中で、教育活

動の目的を丁寧に伝えるとともに、学習支
援や行事、体験活動等への参画を促し、協
働関係を生かした教育活動の充実、豊かな

心の育成につなげていく。 

②地域や保護者が学習支援や行事、体験活

動等に参画する機会が確保され、教育活動
の中で協働関係が生かされている様子が見
られるとともに、児童の活動への意欲や主

体的に関わる姿が表れている。 
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〈現状〉 
〇 校舎や教育設備について大規模な改修はR7中に完
了しており、現在は安全面や学習環境に配慮しな

がら、児童が落ち着いて学校生活を送れる環境づ
くりが進められている。 

〈課題〉 

● 今年度予定されている体育館空調設置工事を含
め、教育活動への影響を最小限に抑えつつ、安
全・安心な教育環境を維持していく必要がある。

そのため、環境整備を教育活動と関連付けなが
ら、計画的に進めていくことが求められる。 

①施設や設備の整
備を踏まえ、安
全・安心に配慮し

た教育環境を維持
管理している。 

①校舎内外や教育設備の点検・安全確認を
定期的に行い、教職員間で情報を共有しな
がら、日常的な安全管理と環境整備に継続

的に取り組む。 

①校舎内外や教育設備の点検が計画的に行
われ、教職員間で情報が共有されること
で、児童が安全・安心な環境のもとで学校

生活を送っている。 

   

  ②体育館空調設置

工事等を含む環境
整備について、教
育活動への影響を

考慮しながら計画
的に進めている。 

②体育館空調設置工事の実施にあたって

は、工程や利用制限について事前に周知
し、教育活動や学校行事への影響を考慮し
ながら、安全に配慮した環境整備を進めて

いく。 

②体育館空調設置工事に伴う工程や利用制

限について事前周知が行われ、教育活動や
学校行事への影響を抑えつつ、安全に工事
が進められている。 
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〈現状〉 
〇 校内研修や日常の授業づくり、分掌業務等を通し
て、教職員が立場や経験に応じた役割を担い、互

いに学び合いながら教育活動を進めている。ま
た、業務の見直しや役割分担の工夫により、働き
やすい職場環境づくりが進められている。 

〈課題〉 
● 教職員の経験や働き方が多様化する中でも、教育
の質を維持・向上させていく必要がある。そのた

め、日頃の実践や研修での学びの成果を、着実に
児童に還元する仕組みづくりが求められる。 

①教職員が立場や
経験に応じた役割
を担い、学び合い

ながら教育活動を
進めている。 

①校内研修や日常の授業づくり、分掌業務
等を通して、教職員がそれぞれの経験段階
に応じた役割を担い、互いの実践を共有し

ながら学び合う機会を大切にし、教育活動
の充実につなげていく。 

①教職員が役割や立場に応じて教育活動に
関わり、授業や業務において互いに学び合
う姿や取組が見られる。 

 

 

 

  ②日頃の実践や
研修での学びの
成果を生かし、

教育の質向上に
向けた取組が進
められている。 

②日常の実践や研修で得た学びを振り
返り、業務の工夫や授業改善に生かす
ことで、教育の質の向上を図るととも

に、その成果が児童の学びに還元され
るよう取り組んでいく。 

②日頃の実践や研修での学びが授業改
善や業務の工夫に生かされ、教育の質
の向上が児童の学びの様子に表れてい

る。 
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